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【様式１】 

＜エントリーシート＞ 
 
※ 事 務 局 記 入 欄

№：C - 19  

部門 
校内研修部門 

学校名・氏名 
新潟大学教育学部附属新潟中学校 

活動名 
プログレスカードの活用  
～もう迷わない資質・能力の育成～ 

課題の設定：  

○経験年数，教科の違いによる指導方法のばらつきをなくし，資質・能力を確実に育成するシステムの構築 
○新学習指導要領の資質・能力の育成の考えを取り入れたシステムの構築 
○構築したシステムの実際の運用 

方針・計画：  

○課題解決のための仮説 
視覚的カリキュラムで，育成を図る資質・能力を単元・題材の目標として明確化する。また，プログレスカード

により，目標を明示化し単元・題材を運用するシステムを構築することで，教員の経験年数，教科の違いによ
る指導方法のばらつきをなくし，教科チームとして資質・能力を確実に育成することができる。 
○計画 
 (1) 視覚的カリキュラムによる単元・題材の目標(資質・能力)の明確化 

  
 
 
 
 

図１の（例）理科では，「条件制御する」「データ処理する」な
ど，育成を図る資質・能力「思考力・判断力・表現力等」の目標を
明確化している。他の教科も，資質・能力の３つの柱（「知識及
び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力，人間性
等」）を基に目標を明確化する。 

(2) プログレスカードによる目標の明示化ならびに単元・題材を運用
するシステムの構築 
 （１）の目標を確実に実践するため，図２の「プログレスカード」
に明示していく。プログレスカードとは，教科学習に対する生徒の学
びの変容・成長を可視化するポートフォリオである。１つのカードで，
①単元の始め②中③終わりの３つの場面での生徒の学びの変容を
可視化，記録できる。 
①単元の始め 
何をできるようになることが期待されているかを生徒に示す学習シラバ
ス的機能。 
→ 目標を明示化することで，生徒が学ぶ目的や見通しを持つこと
ができる。 

②単元の中 
生徒自身が課題達成の様子を確認するモニター的機能。 
→ 自己評価・相互評価する項目を設定することで，生徒が自身の学習内容の理解度を確認することができ
る。 
③単元の終わり 
生徒自身が学習成果の評価を実施，記録し，教師に伝えるセルフレポート的機能。 
→ 単元を通してできるようになったこと，新たに興味を持ったこと，調べてみたいことなど，生徒自身が学習成
果をまとめることで，自身の成長を可視化することができる。 

活動内容：  

 

活動の成果：  

課題に対して，以下のようなプラスの変化があった。 
○教科チームとして，共通の目標に向けた単元・題材指導の展開 
プログレスカードにより生徒全員に共通の目標を示していることから，統一した指導ができるようになった。ま

た，定期テストでは，知識，技能を問う問題だけではなく，単元・題材における思考力・判断力・表現力を問
う問題を実施することが可能となった。 
○教員の教科マネジメント力の向上 
プログレスカードの形式や内容を統一することで，若手教員もプログレスカードを利用した指導が可能となり，

全教員が単元・題材の目標を意識し教科マネジメントできるようになっている。 
○生徒が見通しを持ち学習に取り組むことが可能となる効果（生徒アンケートより） 
『今まで理科の実験を終えたときに「自分は何をしていたんだろう」と思うときがありました。プログレスカードを使うよ
うになってから，実験はこのために行うという目標が明示されるようになったので，実験が終わった後に目的が理
解できるようになりました。また，テスト前にもプログレスカードに単元のポイントをまとめてあるので，自分にとって
の学びのポイントがわかるようになりました。プログレスカードがあるかないかで全然違います。』 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

○視覚的カリキュラムとプログレスカードの連動による教員への効果（教員の経験年数，教科の違いによる指
導方法のばらつきの改善）  
○プログレスカード導入による生徒への効果（教科学習に対する生徒の学びの変容・成長を可視化するポート
フォリオ） 
○PDCA サイクルに沿った運用の実現 
【参考引用文献】 
○ 松沢伸二 著（2002）『英語教師のための新しい評価法』大修館書店 
○ 田村 学 編著（2017）『カリキュラム・マネジメント入門ー「深い学び」の授業デザイン。学びをつなぐ７つのミッション。ー』東洋館出版社  
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図１ 視覚的カリキュラム 

図２ プログレスカード 




